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～10月1日から赤い羽根共同募金運動が始まりますH～
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思い出の切り抜き!?夏体みボランティア体験プログラム

今年も『彩の国ボランティア体験プログラム』が実施 され、多くの小学生 ・中学生 ・高校生が様々なボ

ランティア活動に参加 しました。

参加者から、施設利用者や地域の方との交流を通じ「ふれあえてよかった」という感想が聞かれました。
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▲手話講習会 ▲ゲームで交流会 ▲車いすで坂道体験
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▲納涼祭ボランティア

▲保育ボランティア▲保育ボランティア
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ふれあい ・いきいきサロンとは、小地域活動として全国的に広がりつつある住民主体の活動 (仲間づく

りなどの交流の場)で す。

食事会、趣味活動、おしゃべりを楽しむなど様々で、みんなが楽しめる内容となつています。

現在行われているサロンを紹介します。

ふれあい・いきいきサロン

岡部地区 『ふれあい 。いきいきサロン』は自治会長さん、民生委員さんをはじめ地域のボランテ

ィアさんの協力で、閉じこもりがちな高齢者が気軽に出かけておしゃべりをしたり、一緒に食事や

ゲームをすることにより、高齢者が住み慣れた地域でいきいきと元気に暮らせることを目的として

展開されています。

深谷市社会福祉協議会岡部支所はこうした自主活動を支援しています。

こ
れ
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ら
マ
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ッ
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を
は
じ
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ま
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沢
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の
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間
が
た
の
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み
で

毎
回
参
加
し
て
い
ま
す
。
（岡
里
）

今日はうまく投げられた!(岡里)みんなそろつてハイち―ず!(岡上) 百発百中だよ!(榛沢)

花園地区『さくら会』は、ひとり暮らし高齢者の方々の交流の場と

午前中は、ボランティアの方々をお招きしての様々な催しがあり、

お茶を飲みながらゆったりとした時間を過ごします。

オカリナの会 “たまゆら"の 皆さん

とオカリナに合わせて歌いましたI

腹話術人形 “ダイちゃん"

全について学びました

と交通安

して、毎月1回開催していま現

午後には健康相談を受けたり、

手話を楽しむ会 「できる手話をやっ

てみよう」
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豊仄麒――R趙 彪顆鬱予熙淵欠
～岡部地区 ・花園地区～

社会福祉協議会では、民生委員 。児童委員協議会、食事サービスボランティアの協力により、
一人暮らし高齢者の方を定期的に訪問し、安否確認をするとともに高齢者福祉の向上を図ること
を目的に食事サービス事業を実施 しています。

合併により市域が広範囲になったことから、岡部地区、花園地区のボランティアを募集 します。
皆さんのご協力をお待ちしています。

活動内容  65歳 以上の一人暮らし高齢者 (希望者)

活動回数  毎月 1回 (夏季の 7月 ～ 9月 を除く)

活動場所  岡部地区 ・・・南公民館調理室 (南地区)

花園地区 ・・・もくせい館調理室 (川本地区)

申込 。問い合わせ  深谷市社会福祉協議会 (本所)

容 573-6563

又は、岡部支所 8585-6979

花園支所 な 584-1205

への配食サービスのお弁当調理

里 ‖ を 募 集 し て い ま す (lo日は里組日間です)

里親制度を御存知ですか ?

子どもが健やかに成長するためには、温かい愛情にあふれた家庭が必要です。しかし、親の病
気や死別、離婚、虐待等の様々な事情により、家庭で生活できない子どもたちが増えています。

里親制度は、こうした子どもたちを里親の家族の一員として迎えて、温かい愛情と落ち着いた

家庭環境の中で育てていただくものです。県内には約 150名 の子どもたちが児童相談所を通し
て、里親の家庭でくらしています。しかし、残念ながら里親に登録していただける方が年々減少
しています。そこで児童相談所では里親になっていただける方を広く求めています。
里親になっていただくには特別な資格はいりませんが、里親に望まれることは、

①子どもに理解をもち、養育に対する熱意と豊かな愛情をもっていること

②心身とも健康で、子どもの養育にふさわしい年齢であること

③子どもの養育に支障のない程度に、収入及び住居のゆとりがあり、健全で明るい家庭生活が営
まれていることなどです。

里親には、養育費や医療費などは公費で支給されます。また、児童相談所や里親会による里親
同士の情報交換や研修などを実施し、一人ひとりの里親を支援していく体制が整っています。
新たな家庭を求めている子どもたちが、血縁はなくとも互いに信じ合える温かい家庭で、健や

かに成長していけるよう、今、たくさんの里親が求められています。

問い合わせ先

○深谷市 児童課 児童係   8048-574-6646

0熊 谷児童相談所 里親担当  8048-521-4152
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平成18年 度

去る5月 より、日本赤十字社社資募集を行った結果をご報告いたします。

日本赤十字社は、世界の平和と福祉の増進のため、人道の理念のもと、幅広い活動を展開して

います。この活動を展開していくための財源として、皆様から社資 (寄付金)の ご協力を頂き、

地域住民をはじめ行政、関係機関との一層の連携を図りながら社会福祉事業の推進に取 り組んで

います。

赤十字の活動は 00。

国内外を問わず、災害等の被災者に対する救護活動を行うとともに、よリー層の救護体制の強

化、救急医療体制の整備、救護看護師の養成、安全な血液の確保、救急法等の講習普及、赤十字

奉仕団や青少年赤十字等のボランティア育成などに努めています。

日本赤十字社深谷市地区でも、社資 (寄付金)募 集活動はもとより、火災等の身近な災害発生

時の救護物資を配置し、被災者に対しての援護を実施しています。

296,730円1,152,847円 556,206円 996,026円

207,507円 249,040円 256,200円 1,131,570円

760,110円 837,460円1,008,229円 1,092,740円

8,544,665円
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。
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1.開 催日及び会場

雌 ■ 駐 針 班

深  谷 9月 12日(知 午前 9時 30分 深谷市民文化会館 大ホール

藤 沢 9月 13日因 午前10時30分 藤沢生涯学習センター ・藤沢公民館 体育室

幡 羅 9月 5日 (知 午前11時00分 幡羅生涯学習センター ・幡羅公民館 体育室

明 戸 9月 13日因 午前11時30分 明戸公民館 体育室

大 寄 9月 12日の 午前11時00分 大寄小学校 体育館

ノヽ  陸き 9月 14日内 午前11時30分 渋沢栄一記念館 多目的室

豊  里 9月 14日内 午前11時00分 豊里公民館 体育室

上 柴 9月 29日(D 午前11時00分 上柴公民館 体育室

南 9月 7日 内 午前 9時 30分 深谷市民文化会館 大ホール

岡 部 9月 25日田 午前11時00分 岡部中学校 体育館

川 本
9月 15日(ω 午前10時00分

午後 2時00分
川本文化会館 革覆 全峯し員方指巨3募

花 園 9月 27日体)午 前11時00分 花園農業者 トレーニングセンター

2.

3.

対 象 者 昭和12年 4月 1日以前に生まれた方

主催団体 深谷市、深谷市自治会連合会、深谷市社会福祉協議会、

協議会、深谷市連合婦人会、深谷市老人クラブ連合会、

深谷市民生委員 ・児童委員

深谷市公民館協会

10月28日(土)029日 (日)の2日 間 午前10時～午後 3時

深谷市総合体育館(深谷ビッグター トル)玄関前広場

「福祉の市」は…

深谷市福祉健康まつりの一環として、「福祉の市Jを 開催します。

福祉の市は、高齢者や障害児者の方々が製作した作品の展示会 ・即売会を開催することにより、

作品を制作する意欲や生きがいを高め、社会参加の場を拡大するとともに、市民の方々に地域福祉

について考えていただく機会をもってもらおうと、毎年開催しているものです。

当日は、ボランティア団体の紹介コーナーや車いすサッカー、視覚障害者卓球などの体験コーナ

ーなどたくさんのア トラクションで皆さんのご来場をお待ちしています。

時

場

ロロ
　
本
〓

当日の催し物は…

体 験 コ ー ナ ー

休 憩 コ ー ナ ー

施設 ・団体紹介コーナー

車いすサッカー、視覚障害者卓球などの障害者スポーツの体験

来場者がくつろげる休憩スペース

市内の福祉施設 。福祉関係団体 ・ボランティアグループによる活動

紹介、展示即売会
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瘍瞳赳:塵幽贔順盗樋K歩籟屏悛贔幽
社会福祉協議会では、 8月 6日 (日)に市内在住のひとり親家庭の

親子を対象としたバスハイクを実施 しました。

当日は、晴天に恵まれ、27世帯61名の親子が参加 し、『東京ディ

ズニーランド』で楽 しい 1日 を過ごしました。

この事業は、日帰リバスハイクで親子のふれあいの機会をもっ

てもらおうと、毎年開催 しているものです。
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赤い羽根共同募金にご協力下さい

本年も10月1日から全国一斉に 「赤い羽根共同募金運動」が始まります。

共同募金運動は、相互の助け合いを基調とし、だれもが住み慣れた地域で安心して暮らすことが

できるよう、様々な方法で実施されます。

具体的には、次のような募金活動が行われます。

○戸別募金………各自治会を通 じて、各世帯にご協力をいただくものです。

○街頭募金………運動開始をお知らせするとともに、深谷駅前等の人通りの多い場所で、広

くご協力を呼びかけるものです。

○学校募金………市内高等学校 。中学校 。小学校 ・幼稚園に働きかけ、児童 。生徒の皆さん

にご協力をいただくものです。

○職域募金………市内の事業所、学校、社会福祉施設、各種団体、市役所の職員の方へご協

力を呼びかけるものです。

○法人募金………市内の企業にご協力を呼びかけるものです。

このように皆様から寄せられた募金は、埼玉県共同募金会でとりまとめられ、社会福祉施設の整

備や高齢者 。障害者 0児童等の福祉向上や社会福祉活動のために有効に活用されます。

10月1日朝、駅前での街頭募金を皮切りに一斉に募金活動がスター トします。皆様のご理解と心

温まるご協力をよろしくお願いいたします。

|IE[濡黛吾重富1動輩:[晃馨鮮重套輩璽:墓:ヨ
ご協力ありがとうございました。

17年度に、埼玉県共同募金会から、深谷市内の施設などに配分された額は以下のとおりです。

○埼玉県盲人福祉協会へ………………………………200,000円

○知的障害者授産施設 り|1本園へ……………………5,000,000円

○みんなのいえへ………………………………………400,000円

|   ○フレンドセンターまきの木へ………………………400,000円

○共同作業所 よもぎ野へ ……………………………400,000円

‐ ○ワークショップ チボリヘ 。……・・・………………・・130,000円

○深谷市社会福祉協議会へ …………・………………8,370,000円

詳しい配分先等の情報は

http://hanett.akaihane.or.jp/sys/frame.asp

赤い羽根データベース「はねっと」をご覧下さい

☆問い合わせ先★

社会福祉法人埼玉県共同募金会深谷市支会

深谷市西島町 2-14-4(深 谷市社協内)

丁EL 573-6563


